
＜解 説＞ 

１ 消費者取消権 

 消費者契約法は事業者が消費者契約の締結について、勧誘するに際し、重

要事項について事実と異なることを告げ、消費者が告げられた内容が事実と

誤認したとき、その契約を取り消すことができるとしています。 

 では、インターネット上での中古車販売における走行距離メーターの巻き

戻し販売が、重要事項についての不実告知に該当するのでしょうか。 

２ 重要事項とは 

不実告知でいう重要事項とは、①契約の目的となるものの質、用途その他

の内容、又は、②契約の目的となるものの対価その他の取引条件であって、

契約を締結するか否かについての判断に通常影響を及ぼすべきもの、あるい

は③契約の目的となるものが当該消費者の生命、身体、財産その他の重要な

利益についての損害又は危険を回避するために通常必要であると判断される

事情をいいます。 

中古車を購入するときは、購入時の走行距離数は購入者にとって、その車

の品質（消耗度）を判断するについての重要な情報といえますから、走行距

離数の情報は重要事項といえるでしょう。 

３ 勧誘とは 

 中古車の売主が口頭で積極的に走行距離を説明した場合には、「勧誘をす

るに際し」事実を異なることを告げたといえます。 

では、今回のように口頭での説明をしていなかった場合、巻き戻した走行

距離をサイトに表示して販売をしていることが「勧誘をするに際し」事実と

異なることを「告げた」といえるのかが問題となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「司法書士ってこんなこともやっているんだ。」という発見をお届け！ 
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Ａ Ｘは、Ｙとの間で締結された売買契約を消費者契約法４条１項１号に基づいて取り消すことが

できます。しかし、取り消すことができる期間は、Ｘが誤認（走行距離が１０万㎞以上）に気づ

いた時から１年、契約締結の時から５年を経過した時には時効により主張できなくなります。 

１ 相談の現場から ～ 知っておきたい あんなこと こんなこと 

 

Ｑ 相談者Ｘは、日常生活に必要なため、インターネット上で中古自動車を検索していたとこ

ろ、中古車販売事業者Ｙが中古車を出品していました。出品情報で走行距離を確認すると３万

㎞となっていました。この程度なら、これから先しばらく使用できるだろうと思って当該中古

車を購入したのですが、Ｙが走行距離メーターを故意に巻き戻していて、実際は１０万㎞以上

走行していたことが後になって分かりました。この売買契約は取り消せるでしょうか。 

最近、ネットを介して中古売買が盛んだけれど、実物を実際に見ることが

できないからトラブルが発生しているみたいだね。今回は中古車をネットで

購入した方のトラブルだけど、相談者にとって負担の少ない契約の取り消し

方法を紹介するよ。ただし、契約相手が事業者で、相談者が消費者のケース

だから注意してね。 

消費者契約法「不
実告知」による取
消と民法「詐欺」
による取消の違い
について 
…「詐欺」による
取消をするために
は、ＹがＸを誤信
させようとする
「故意」と、その
誤信によって意思
表示をさせようと
する「故意」をＸ
は主張しなければ
なりませんが、
「不実告知」によ
る取消は上記のよ
うな主観的認識は
必要ではなく、告
知の内容が客観的
に真実でないこと
で事足りますの
で、一般的に立証
等の負担が少なく
済みます。 



 

この点につき判例は、事業者が、新聞折込チラシにより不特定多数の消費

者に向けて働きかけを行うときは、当該働きかけが個別の消費者の意思形成

に直接影響を与えることもあり得るから、新聞折込チラシが「勧誘」に含ま

れる場合もあることを判示しました。新聞折込チラシを事案とした判例です

が、インターネットでの広告表示にも妥当します。相談事例のような走行距

離の表示は、相談者による中古車購入の意思形成に影響を与えていますの

で、「勧誘」に当たるでしょう。 

４ 告げるとは 

「告げる」とは、消費者が実際にその方法により認識し得る態様、方法で

あれば足ります。今回の場合、実際に中古車の走行距離メーターを確認する

ことはできないので、サイトに表示された走行距離しか消費者の判断材料は

ありません。この点を踏まえると、サイトに走行距離を表示することをもっ

て勧誘に際し事実と異なることを「告げた」といえると解すべきでしょう。 

５ まとめ 

 したがって、相談事例は、上記２記載の「①契約の目的となるものの質、

用途その他の内容」としての重要事項である「走行距離」について「勧誘を

するに際し」事実と異なることを「告げた」ということなるので、Ｘは消費

者契約法に基づいて中古車の売買契約を取り消すことができると考えます。 

 ただし、消費者契約法の不実告知による取消権は追認ができる時から１

年、契約締結の時から５年を経過した時には主張できなくなりますので、ト

ラブルが発生したら、すぐに司法書士などの専門家に相談するようにしまし

ょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                              

司法書士総合相談センターしずおか 常設相談のご案内（相談は無料です） 
                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【電話相談】…予約は 不 要 です 

・月曜日～金曜日の１４時～１７時 

※火曜日は成年後見に関する専門の相談員が担当しています 

 ・電話相談は ☎ ０５４－２８９－３７０４ 

※他の相談者の関係から、相談時間は一人３０分程度となりますので、ご了承ください。 

【面談相談】…予約が 必 要 です 

 ・ご予約は ☎ ０５４－２８９－３７００ 

 ・面談会場は 

  〈静岡会場〉静岡県司法書士会館  …毎 週（火・金）１４時～１７時  

〈浜松会場〉浜松市福祉交流センター…毎 週  （木）１４時～１７時  

〈三島会場〉三島商工会議所    …毎 週  （火）１４時～１７時  

〈下田会場〉下田市民文化会館   …毎月 第３（金）１３時～１６時  

〈細江会場〉浜松市北区役所    …毎月 第１（水）１３時～１６時  

〈天竜会場〉浜松市天竜区役所   …毎月 第１（水）１３時～１６時  

※他の相談者の関係から、相談時間は一人３０分程度となりますので、ご了承ください。 

 
 

○相続した不動産の名義を変更したい   ○敷金・賃料トラブルで困ってる 

○借金がいっぱいでどうしたらいいのか  ○相続問題はどうしたらいいのか 

○親族が認知症で困っている       ○お金のトラブルで困っている 

○新しく会社を設立したい        ・・・・・など 

こんな内容で困っている方 

そんな時は、迷わずご相談ください！ 電話や面談で対応します！ 

仮に、前の持ち

主が走行距離

メーターを巻き

戻していて、Ｙ

は知らなかった

場合でも、不実

告知に該当して

取り消すことが

できるよ！ 


